騒音と振動の規制基準について

· 西宮市において工場・事業場に「特定施設」を設置する場合、その工場・事業場の敷地境界において、以下の規制基準を守る必要があります。

・　騒音については4の区域、振動については2の区域に分けて、規制値が示されています。

区域の区分については「規制の区域割と都市計画法に基づく用途地域の対照」を参照してください。

（1） 騒音の規制基準　（　騒音規制法および「兵庫県条例」　）
　
	時間の区分

区域の区分
	昼　　　間

（午前8時から

　　　午後6時まで）
	朝　

（午前6時から午前8時まで）
夕

（午後6時から午後10時まで）
	夜　　　間
（午後10時から

　翌日の午前6時まで）

	第1種区域
	50デシベル
	45デシベル
	40デシベル

	第2種区域
	60デシベル
	50デシベル
	45デシベル

	第3種区域
	65デシベル
	60デシベル
	50デシベル

	第4種区域
	70デシベル
	70デシベル
	60デシベル


注１：　第2種、第3種及び第4種区域については、区域内にある学校、保育所、病院、患者を入院させるための施設を有する診療所、図書館、特別養護老人ホーム及び認定こども園の敷地の周囲おおむね50mの区域内においては、上記の規制基準から5デシベル減じた値を規制基準とします。
注２：　騒音の測定は計量法第７１条に合格した騒音計を用いて行い、周波数補正回路のＡ特性を、動特性は速い動特性（ＦＡＳＴ）を用い、次の通り決定する。
　　　①　騒音計の指示値が変動せず、または変動が少ない場合は、その指示値とする。
　　　②　騒音計の指示値が周期的または間欠的に変動し、その指示値の最大値がおおむね一定　　　の場合は、その変動毎の指示値の最大値の平均値とする。
3 騒音計の指示値が不規則かつ大幅に変動する場合は、指示値の９０％レンジの上端の

数値とする。

　　　④　騒音計の指示値が周期的または間欠的に変動し、その指示値の最大値が一定でない場　　　　　　　　

　　　　　合は、その変動毎の指示値の最大値の９０％レンジの上端の数値とする。
　（２）　振動の規制基準　（　振動規制法および「兵庫県条例」　）　

　　
	時間の区分

区域の区分
	昼　　　　　間

（午前8時から午後7時まで）　　　
	　　　夜　　　間
（午後7時から翌日の午前8時まで）

	第1種区域
	60デシベル
	55デシベル

	第2種区域
	65デシベル
	60デシベル


注１：　区域内にある学校、保育所、病院、患者を入院させるための施設を有する診療所、図書館、特別養護老人ホーム及び認定こども園の敷地の周囲おおむね50mの区域内においては、上記の規制基準から5デシベル減じた値を規制基準とします。

注２：　振動の測定は計量法第７１条に合格した振動レベル計を用い、鉛直方向について行うものとし、振動レベルの決定は次の通りとする。
　　　①　測定器の指示値が変動せず、または変動が少ない場合は、その指示値とする。

　　　②　測定器の指示値が周期的または間欠的に変動する場合は、その変動毎の指示値の最大　　値とする。

3 測定器の指示値が不規則かつ大幅に変動する場合は５秒間隔、１００個またはこれに

準ずる間隔、個数の測定値の８０％レンジの上端の数値とする。

（３）指定地域と都市計画法の用途地域の対照
	騒音の規制区域
	都市計画法の用途地域
	振動の規制区域

	第1種区域
	第1種低層住居専用地域

第2種低層住居専用地域
	第1種区域

	第2種区域
	第1種中高層住居専用地域

第2種中高層住居専用地域

第1種住居地域　、　第2種住居地域
準住居地域　、　市街化調整区域
	

	第3種区域
	近隣商業地域

商業地域

準工業地域
	第2種区域

	第4種区域
	工業地域
	


